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「 風の人 土の人 」  

１月末に「第２６回アバンセ杯放送コンクール」が実施されました。本年度は、12 名の子ども達が参加

し、練習の成果を発揮しました。毎年、「はすのみコミュニティ」の現役アナウンサーの方、元アナウンサ

ー経験者の方にご指導いただいています。本年度も１２月から、４名の方々に、ほぼ毎日学校にお越しいた

だき、ご指導いただきました。まずもって、私が感心したことは、参加する子ども達の意欲です。やる気満々、

目を輝かせながら練習に取り組み、練習するたびに上達していきました。 

そんな子ども達の姿の背景には、やはり「はすのみコミュニティ」の指導者の皆さんの存在があります。

毎年、指導してくださる「アバンセ杯の先生」と一緒に練習したい。「アバンセ杯の先生」に教えていただ

くと、みるみる上達していく。「アバンセ杯の先生」と一緒に練習すると入賞したり学校賞を受賞したりし

て、いい思いができる。みんなで一緒にめいっぱい喜ぶことができる、という思いが子ども達の中に根付い

ているからだと思います。 

放送コンクールの指導に堪能な教師が、赤松小に赴任すれば、同じような状況になるでしょう。でも、教

師は数年で赤松小を去ります。その後が、なかなか続きません。赤松コミュニティ・スクールの「アバンセ

杯放送コンクール」に向けた地域の方々による指導体制は、これまで長い間続いており、これからもずっと

続きます。現在、赤松小は、「アバンセ杯」で結果を残す常連校となっています。 

教職員は「風の人」、地域住民は「土の人」という言葉があります。今回は、「アバンセ杯放送コンクール」の

ことを取り上げましたが、赤松コミュニティ・スクールには、9 つのコミュニティ(学校支援団体)があり、

それぞれが、より持続可能な形に進化をとげながら、子ども達の笑顔と成長を支え続けています。それらの

素晴らしい教育活動は、「土の人」である地域住民の方々の手で、これからも続いていくでしょう。 

校長や教職員は、転勤や退職があり、何年かすれば地域の学校から異動していく「風の人」です。ただ、そ

んな「風」には、「風」の役割があります。学校や地域に「新しい風」や「さわやかな風」を吹かせること

です。学校や地域を活性化させる新たな理想や志を含んだ風を吹かせることです。我々教職員は、その役割

をしっかりと果たしていきたいと思います。これからも「風の人」と「土の人」が、子ども達を真ん中にして、

お互いが気持ちよく協働できる赤松小学校を創っていきたいと思います。 

  
  【主な行事】 
２月 
16 日(月)コミュニティ感謝のつどい⑤ 

コミュニティ合同連絡会⑥ 
17 日(火)4時間授業給食後 13:00 下校  

～20 日(金)まで 
1８日(水) PTA 運営委員会 19:00 

※前回２６日とお伝えしましたが１８日開催です 

19 日(木)第 3 回城南豊夢学園運営協議会 
     赤松小図書室 18:30  
27 日(金)空飛ぶ体験あたりまえ化計画 

     バルーン搭乗体験 1.2.3,年生 
３月 

3 日(火)６年生ありがとう集会②③ 
     ぜひ、ご参観ください。 

３月 
4 日(水)第 6 回学校運営協議会 
    赤松小図書室 18:30  

  9 日(月)全校 5 時間授業 14 時 30 分下校予定 

12 日(木)6 年生とのお別れ会 1.2.3 年生 
13 日(金)卒業証書授与式  
16 日(月)給食後 13:00 下校予定 19 日(木)まで 

19 日(木)給食最終日 学級懇談会  
1.2.3 年生 15:00 4.5年 15:30 

23 日(月)給食無し 11:55 下校予定 
24 日(火)修了式  11:05 下校予定 
25 日(水)～  学年末休業・春季休業 
4月  7日(火) 新学期始業式 
4月１０日(金) 入学式    

はすの実  



【赤松コミュニティ・スクール通信】第７号 

 
 
 
１２月１６日（火）、1 年生がふれあいコミュニティの皆様

１２名をお迎えし、「昔遊び」を体験しました。缶ポックリ・こ
ま・竹とんぼ・あやとりなど８種類の遊びに挑戦し、先生方
に教えていただきながら楽しく取り組みました。初めての遊
びもありましたが、アドバイスを受けてどんどん上達し、子ど
もたちからは「竹とんぼが飛ばせてうれしい」「またやりた
い」などの声が上がりました。ゲームが主流の今だからこ
そ、昔遊びの魅力をたっぷり味わう貴重な時間となりまし
た。ふれあいコミュニティの皆様、温かい交流をありがとうご
ざいました。 
 
 
 
１２月１９日（金）、赤ずきんの会コミュニティの皆様による「クリスマスお話会」が開

かれました。『バムとケロのさむいあさ』と『まどからのおくりもの』の読み聞かせに、子
どもたちは目を輝かせながら物語の世界に浸っていました。 
読み聞かせのあとは、クリスマスソングに合わせたブラックシアターも披露され、手拍子
や歌声が広がる温かな時間となりました。２学期もたくさんの本を読んでいただき、子ど
もたちにとって豊かな学びと心温まるひとときとなりました。赤ずきんの会の皆様、いつ
も素敵な時間をありがとうございます。 
 
 
 
 
 
１月２４日（土）に開催されたアバンセ杯放

送コンクールには、赤松小から１２名の児童が
出場しました。１２月１７日（水）のオリエンテー
ション以降、約２週間にわたり、赤ずきんの会
コミュニティの西津様・山下様・塚原様・山本
様を中心に、イントネーションや間の取り方な
ど専門的なご指導を毎日熱心にいただきまし
た。 
子どもたちもその期待に応えるように練習

に励み、本番では全員が堂々とした発表を見
せました。朗読部門では最優秀賞１名、優良賞３名、アナウンス部門では優良賞１名が入賞するという、素晴らしい成果を
収めました。 
 
 
 

 
１月１３日（火）・１４日（水）３年生が総合
的な学習の時間に「コミュニティ」について学
習しました。 当日は、各コミュニティの代表の
方々にお越しいただき、日頃の活動内容につ
いて詳しくお話を伺いました。子どもたちから
は多くの質問が出され、代表の方々は一つ一
つに丁寧に答えてくださいました。また、話を
聞く中で「実際に一緒に活動してみたい」と
いう声もあがり、その場で活動に参加する日

程を決める姿も見られました。子どもたちが主体的に学びを深めている様子がうかがえます。今回の学習にご協力いただ
いたコミュニティの皆さまには、心より感謝申し上げます。子どもたちの学びを支え、地域とのつながりを実感できる貴重な
機会となりました。学んだ内容は、２月１６日（月）に開催される「コミュニティ感謝の集い」で発表する予定です。 

１年生 昔遊び交流 1２月１６日（火）ふれあいコミュニティ 

クリスマスお話会 1２月１９日（金）赤ずきんの会コミュニティ 

アバンセ放送杯コンクールに向けた練習 
１２月１７日～１月２３日 昼休み 赤ずきんの会コミュニティ 

３年生総合学習のゲストティーチャー １月 各コミュニティ 

担当：主幹教諭 古賀 裕美 


